
ハ
ガ
キ
明
、
時
時
間
凶
い
た
め
問
問
答
K
Tき
ま
せ
ん
が
一
円
口
も
問
中
く
波
間
同
線
を
関
略
化
し

綴
mw
列
線
機
的
都
と
よ
ろ
し
く
と
の
ζ
と
で
し
に

6

て
も
長
い
た
い
。
そ
れ
ま
で
の
一

情

豊

富

季

る

ζ

暴

君

一

男

け

選

出

議

と

し

て

ヂ

i
z
?の

か
R
-
L「
際
線
開
れ
ぞ
み
ん
な
が
る
も
の
明
、
は
あ
り
ま
ザ
ん
の
明
、
余
判
期
総
務
入
金
あ
る
い
は
知
内
戦
'

刈
ト
て
町
一
淡
に
な
っ
た
つ

ζ
の
総
務
者
約
総
み
に
な
っ
允
滋
滋
安
問
中
執
瀞
に
潟
融
織
し
て
〈
だ
v

江
キ
も
ち
で
し
ま
し
ょ
今
、
す
ぐ

κで
も
ハ
ガ
キ
托
あ
き
い
飽
養
護
に
力
者
入
れ
る
一

進

ガ

ミ

と

き

2

2の
体
験
者
綴
っ
て
成
裂
の
も
総
務
匂
す
が
、
ロ
ー
カ
ル
…

言
九
円
、
ま
し
た
と
ζ
ろ
、
の
穏
化
促
進
と
そ
の
ツ
ナ
ギ
対
棉
献
に
も
ゑ
努
力
を
そ
そ
い
で
く

1
台
数
多
く
の
言
書
策
と
し
て
の
列
車
豊
富
矯
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
賢
雨
し
…

れ
い

ir
が
千
拙
指
数
滋
絞
殺
し
て
く
ピ
き
る
よ
う
お
緩
い
し
上
げ
ま
す
。
(
け
口
秀
一
一
一

O
一一一三一

議

場

開

聞

に

ぎ

て

い

る

ま

す

。

関

門

前

回

す

い

時

間

)

一

設

中

と

?

と

そ

次

の

方

か

ら

陳

情

き

さ

す

が

さ

つ

ご

ざ

い

ま

し

た

一

同
問

α
緩
綴
館
料
で
は
と
や
余
減
寂
あ
て
お
議
せ
い
た
，
K

成
田
同
線
時
略
化
の
日
ま
で
と
の
速
一

経

学

案

委

三

綴

き

ま

し

た

の

で

霊

し

ま

す

警

警

る

言

で

お

り

ま

す

一

品
以
噂
援
等
し
て
総
数
本
隊
淡
災
の
w
q

か
ち
ど
う
ぞ
的
問
。
き
ず
に
ご
協
力
…

内
U

1

4

悦
弘
氏
縄
開
後
し
て
お
終
日
お
勧
め
C
杭
出
掛
刈
搬
憾
で
す
く
に
幸
い
。
制
仰
に
も
お
務
せ
い
…

w

き
ま
す
e

な
お
ζ

判
執
は
行
向
附
人
と
し
て
成
際
線
を
た
ザ
い
き
ま
し
た
が
級
磁
の
総
会
一

市
ミ
執
務
議

義

的
W

時
襲
警
に
ひ
と
訓
話
し
て
が
ワ
ま
ず
絹
綴
設
滋
で
氏
名
の
み
脳
間
綴
し
ま
す
。

ノ

~v・
対
つ
び
と
つ
同
問
答
を
い
泌
物
脳
内
に
し
て
ラ
ッ
シ
ヱ
時
耐
用
品
料
憎
知
子
務
出
関
滅
寸
削
機

p
tん
し
な
け
れ
ば
砧
な
ら
の
混
雑
す
る
訓
刊
誌
平
に
も
ま
れ
て
口
口
努
ス
七
附
悶
酬
明
簡
潔
線
機

、
d

h

弘
い
の
で
す
が
み
都
心
に
務
く
ま
で
托
愛
す
労
力
指
叩
鐙
影
山
章
夫
総

ま

ち

に

も

喜

多

同

夜

i
h門
事

、

鴻
t

一
一
戸
時
か
ら
四
時
吋
ま
で
の
百
七
台

で
し
た
。

す今
未
遂
昂
用
者
(
未
属
加
留
者
)
の

後
緩
や
総
人
げ
か
あ
り
な
が
ら
、

と
れ
れ
ち
の
ζ
と
を
知
ち
な
い
た

絵
、
ま
打
、
面
倒
出
し
て
い
な
い

人
法
、
後
回
明
弘
札
会
制
醐
制
梱
祇
係
、

淡
務
災
内
庁
役
会
…
儀
後
州
側
、
悶
附
倣

料
納
繍
線
級
官
滅
師
開
げ
い
ご
制
制
州
問
く
だ
き

、。L
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ま
だ
あ
る
未
嬉
還
者
の
未
届
け

遺
族
援
護
が
受
汁
ら
れ
な
い

戦
後
一
一
十
絡
を
後
た
今
段
、
制
械
に
よ
り
、
一
一
μ柑
制
緩
灘
や
拙
慨
々

附州州内
W

仏
間
関
仲
間
し
て
い
た
人
句
、
必
死
た
と
み
は
語
れ
る
捌
羽
山
開
設

ま
だ
綴
隠
し
て
い
な
い
人
が
れ
仲
よ
ぴ
死
竹
い
と
み
な

3
れ
た
緩

め
与
な
が
ら
削
閣
内
管
桝
滞
緩
か
ら
開
腕

と
の
身
分
関
係

κよ
れ
ノ
、
務
開
制

料
、
務
的
研
削
刊
の
支
給
な
ど
滋
枕
献

に
対
す
る
割
問
劫
躍
が
受
げ
ら
れ
ま

水泳ブ.-)¥，;襲意義党

言語ltl呼絞iζ主義務引の之主総ヅ円ノレi主、疑閣のため

完成会f予定よちいくらかおくれていますが、 7月
中iこ完成、 8J3寝耳f容からきをF誌の予定です。

い
ま
す
。
ま
た
、
縁
取
を
し
て

い
る
人
で
滞
感
で
き
な
い
で
い

る
入
、
死
亡
礎
部
揺
さ
れ
て
い
る

人
お
よ
び
生
制
作
ふ
努
等
の
人

が
、
金
歯
明
、
約
七
千
名
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
人
に
つ
い
て
は

資
料
絞
緩
や
夜
外
務
制
闘
機
資
等

げ
い
よ
ち
、
鰯
明
次
そ
の
状
線
が
蹴
明

ら
か
げ
い
き
れ
て
い
ま
す
惣

体
叫
ん
静
M
V
時
機
泌
さ
れ
た
人
幾
げ
い

は
、
縁
関
闘
の
畿
南
部
務
総
お
よ
び

録
制
都
渋
槻
搬
手
陣
紙
器
、
間
引
禍
掛
様
相
蹴

が
お
と
な
わ
れ
、
不
惑
に
し
て

宛
て
い
か
約
期
間
し
た
人
や
、
死
じ

と
み
な
さ
れ
た
入
に
は
死
亡
R
T
q

経
営
耕
地
の
移
動
を
調
査

八
月
一
毘
現
在
で
お
ζ

な
う

千
瀦
燥
で
は
経
絞
殺
織
の
移

副
制
噛
穴
欄
間
糊
制
御
混
在
八
月
一
緑
樹
摘
す
位

で
お
こ
な
い
設
す
。

ζ

の
糊
閥
復
"
は
、
劇
紙
蜘
棋
の
何
概
数

耕
地
の
移
動
と
い
戦
織
の
淡
校
長

知
っ
て
、
後
終
日
行
術
棋
に
必
商
慣
な

骨
格
世
間
協
同
制
判
。
干
滋
借
問
す
る
た
絡
に

お
ζ

な
v
手
も
の
で
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
縄
民
家
紋

①
経
営
耕
地
面
積
が
一
変
歩
円
以

上
で
あ
る
も
の
。
③
経
営
晴
樹
品
地

磁
胡
慣
が
一
反
渉
中
京
糊
腕
ま
た
は
油
田

都
知
で
あ
っ
て
ち
、
過
去
一
年
間
同

mw
幾
出
照
的
閣
の
駁
持
制
問
が
一
一
一
万
問
問

円
以
上
で
あ
る
も
の
。

湖納骨撚樹ゆ哨引は、

m
w
総
数
統
治

術開倒閥、品
W
時
繍
中
市
内
刊
紙
閣
の
級
品
閣

の
判
仲
齢
別
殺
よ
ぴ
日
戦
削
m
泌
総
、

と
の
親
調
官
就
泰
樹
引
は
、
制
加
槻
偶
者

厳
守
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
、
側
関

人
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
務

業
務
の
資
料
と
し
て
は
然
活
さ

れ
ま
せ
ん
か
ら
、
正
し
い
由
申
告

を
し
て
く
だ
き
い

の
品
料
抑
制
明
、
、
そ
の
m
n
紺
捌
時
同
州
ね

双
帯
同
州
内
情
、
十
災
者
蹴
間
療
と
し
ま

す。φ
契
約
め
録
時
開
制
剤
入
殺
は
い

つ
で
も
任
意
終
解
除
で
き
ま
す

が
、
十
二
月
分
以
ぶ
蹴
間
金
を
約

め
一
は
い
と
き
、
ま
た
鈴
ち
そ
の

他
不
正
の
行
為
に
よ
れ
ツ
共
演
金

な
ど
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
し

た
と
き
に
は
、
ふ
相
璃
雄
割
企
業
共

演
巡
業
同
出
品
炉
、
ら
一
方
的
に
共
済

制
慨
紛
が
鮮
総
事
れ
ま
す
。

繍噺噛地

小
鋪
柄
欄
帆
余
轍
酬
の

鴎
V
A
ζ

た
め
に
「
・
小
鋭
繍
桝

滋
初
め
品
都
議
共
済
仲
間
」
M
V

M
H
い
た
つ
く
ら
れ
、
六
月

》作
v
m
w

一
円
闘
に
会
布
施
行

註
ヘ
き
さ
れ
ま
し
た
が
、

乙
，
え

ζ

の
撃
の
内
容

リ
い
ふ
拾
お
よ
そ
次
の
と

ヨ

数

お

ち

で

す

。

金

解

バ

器

援

の

対

象

後
酷
パ
が

ζ
の
共
済
制
叫
疲

は
は
蛾
噌
犯
し
総
入
で
き
ωの

慧

殺

は

小

制

湖

周

養

護

小

玉

で

す

が

小

議

会

議
点
告
と
は
、
γ
ム曲地、

紳
鉱
業
、
調
瑞
滋
幾
そ
の
似
の
議
制
掛

記
録
す
る
議
業
喪
主
た
る
家
蝿
識

と
し
て
科
目
む
も
の
で
は
常
時
吋
使

用
す
る
従
業
員
数
が
二
十
人
以

下
で
、
柑
開
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス

梁
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む

も
の
で
は
笈
人
以
下
の
偶
人
事

祭
主
お
よ
び
会
社
の
役
員
。

門
付
終
液
製
約

mw
蝋附
A
m
は
、
小
制
刷
機
余
幾
翁

z
f
 

都
市
ガ
ス
の
供
給
与
}
開
始
可

盟

一

一

一

雲

毘

十

年

末

の

予

定

説

盟

主

概

我
孫
子
ガ
ス
株
式
会
社
は
滋
我
孫
子
本
町
を
中
心
は
そ
り
脳
同

媛
大
国
の
営
業
許
可
を
受
け
て
辺
の
地
域
で
す
。

都
市
ガ
ス
の
供
給
寄
贈
開
砧
期
す
る
都
市
ガ
ス
の
供
給
は
ガ
ス
事

ζ

と
托
な
れ
〆
ま
し
た
。
業
法
託
基
づ
い
た
公
益
事
業
で

ガ
ス
の
品
料
品
紛
時
間
航
聞
は
欄
間
十
年
あ
ち
、
公
共
的
役
務
を
持
つ
繁

栄
の
予
定
で
、
供
給
区
紬
棋
は
岡
山
祭
で
す
。

総

数

は

一

万

四

千

台

紫
物
車
が
全
体
の
七
O
M
W

ー
ト
パ
イ

ω六
機
械
納
花
火
削
剥
し

で
よ
り
、
下
り
制
加
に
そ
れ
ぞ
れ

の
欽
壱
ω倒
的
部
し
ま
し
た
。
部
州
世
滅

門

mw
災
後
は
十
支
時
吋
か
与
十
七

時
ま
で
隊
、
そ
の
抽
出
の
臨
時
総
は

晴
れ
ま
た
は
暴
ち
で
し
た
。

組
向
査
記
録
法
次
の
と
お
ち
で

す。
上
司
下
れ
ノ
開
則
的
W

山
車
窓
創
出
交

通
綴
は
第
一
車
震
の
と
お
ち
で
、

総
数
は
…
万
照
子
夜
間
関
ナ
六
会

明
、
す
。
市
平
糊
槻
射
で
は
小
縦
一
時
斜
線

柑
ゆ
が
絞
る
タ
く
、
次
い
で
ト
フ

ッ
夕
、
然
倒
m
謝
ゅ
の
淡
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
時
吋
間
側
と
と
の
市
中
総
則
的
交
溺

盤
以
綴
二
世
京
市
り
と
ho
ち
で
す
。

上
h

ッ
、
下
・
句
会
、
お
せ
て
一
時
吋

建
で
最
高
の
交
語
調
蚤
は
十
時
か

ら
十
一
品
特
ま
で
の
九
百
二
十
七

台
で
、
と
れ
ば
一
一
一
・
八
秒
民
一

台
の
射
師
会
で
お
致
事
が
還
っ
て

い
る
ζ
主
に
な
ち
ま
す
。
次
い

で
十
一
柊
か
ら
十
一
一
時
ま
で
の

丸
山
府
十
台
、
十
気
腕
時
か
ち
十
問
問

腕
吋
ま
で
の
入
後
双
十
万
食
品
W
燃

に
な
フ
で
い
ま
す
。

も
っ
と
も
少
な
い
の
は
、

昨
開
明
、
同
同
七
日
均
一
段
〈
水
〉
か

ら
一
一
円
斜
〈
本
〉
に
か
け
て
隠
滅

六
号
線
の
官
民
議
議
録
交
を
鱗
↓
一
一

小
学
校
郊
で
お
ζ
な
い
ま
し
た

朝
両
査
は
一
円
口
午
総
九
時
か
ら

一
一
日
午
議
九
時
吋
ま
で
の
二
十
四

時吋嗣閥わね
ζ
な
い
、
事
を
パ
ス
、

ト
ラ
フ
夕
、
器
用
問
畑
恵
、
小
波

枠
礼
的
料
自
動
世
帯
、
紅
戦
出
回
効
率
、
オ

6flの人1=1総貴重

(持) (:!l:) 言f)
25人 18人 43人

11人 2人 13人
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側側は、

つ
の
樹
横
山
間
が
綴
じ
た
と
語
、
そ

の
議
〈
制
問
亡
の
絡
ん
日
は
そ
の

湯船揖〉
W

作
品
問
後
議
壱
支
払
制
し
ま

す。
仙

W
同
調
人
家
議
中
土
M
V
商
事
業
を
浴
止

し
た
と
き
お
よ
び
会
設
桔
曹
の
役

員
の
揖
窓
口
は
そ
の
会
役
等
が
解

晶
献
し
た
と
き
。

同
開
会
社
等
の
役
員
で
あ
る
れ
渡

契
約
者
が
会
投
融
守
の
解
散
以
外

で
会
誌
等
mw
役
員
で
令
く
な
っ

た
と
き
。

出生

死亡

転入

転出

転入i註給
転出鐙務

一
小
と
盟
小
ヘ
一
雨

が
さ
夜
中
事
受
容
隙

5
判円盤附犬、ん
uu

な
お
、
戸
部
さ
ん
は
昨
昨
年
も

一
小
・
図
小
・
設
中
へ
的
は
の
捻
う

き
百
五
十
本
市
吋
叫
閉
し
て
お
き
ま

す。

m遂六号線時間引:R~電量

阿部務総さん

ゑ
に
な
号
、

時
持
蹄
院
が
一
一
筏
附
制
十
月
〈
一
一
十
郎
叩
〉

を
ζ
え
て
い
る
と
き
。

的
問
↑
砲
の
い
ず
れ
に
も
数
お
サ
.
す

託
、
制
罰
金
を
総
務
し
て
月
数
が

一
一
一
夜
六
ト
見
合
一
一
十
祭
)
に
遂

し
た
と
き
は
、
出
甲
山
凶
に
よ
ら
ず

自
動
釣
に
共
瀦
契
約
が
解
徐
さ

れ
、
共
演
金
五
百
円
に
つ
き
五

十
七
万
一
一
一
千
七
百
八
十
円
が
支

絡
さ
れ
ま
す
。

我
孫
子
釘
我
孫
子
二
七
九
九

審
然
、
一
戸
務
端
情
毅
さ
ん
〈
四
十

冊
四
サ
イ
〉
減
、

ζ

の
ほ
ど
第
一
小

学
絞
と
一
祭
波
小
学
校
へ
学
灘
間
問

の
と
う
も
り
が
さ
五
十
本
づ
っ

努
叫
関
さ
れ
設
し
が
い
。
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国
民
年
金
に
は
必
ず
加
入

事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
お
そ
い

綴
和
三
十
六
制
中
川
悶
悶
丹
に
田
山
民

加
時
金
鈎
出
肢
が
災
泌
さ
れ
、
期
榔
夜

の
わ
が
胤
闘
で
は
、
間
同
路
線
総
会

と
な
づ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
会
松
や
安
庁
な

ど
に
齢
制
め
主
人
は
、
闘
用
袋
線
金

保
体
械
や
凶
同
家
公
務
総
共
淡
組
合

な
ど
の
各
種
の
仲
間
泌
総
合
等
、

い
わ
ゆ
る
後
総
者
竿
念
総
肢
に

入
ち
、
そ
の
絡
の
二
十
立
か
ら

い
品
十
九
才
ま
で
の
関
市
内
に
同
席
往

す
る
員
本
欄
悶
悶
悶
は
、
す
ベ
℃
機

器
均
年
金
制
約
蜘
慌
に
入
ら
な
け
れ
ば

な
与
な
い
佐
知
組
み
に
怠
っ
て
い

ま
す
。湯

川
位
、
問
樹
氏
年
余
げ
恥
入
っ
て

い
る
人
法
、
会
問
闘
で
約
コ
千
万

人
氏
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
が
、

A
Y

な
お
、
二
材
料
万
人
穂
波
の
人
は

震
災
総
点
就
に
入
る
べ
き
で
あ
る

の
に
も
れ
て
い
る
の
が
実
情
で

す。
期
開
制
問
年
金
日
仏
入
る
務
総
き
は

叫
州
弱
、
往
年
同
月
時
円
、
後
所
、
入

ら
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
目
、
入

る
溜
紛
争

w

誉
主
、
品
伐
腕
槻
に
山
内
せ

ば
よ
く
、
そ
の
期
間
紙
は
闘
用
意
し

て
み
ち
ま
す
。

開
閥
同
開
総
金
に
は
、
将
来

ω務

後
寄
附
搾
掛
押
す
る
索
令
都
中
金
を
は

じ
め
、
時
同
市
場
向
、
鈴
子
、
準
母
子

追
出
先
な
ど
各
制
樹
脂
半
金
が
あ
き
ま

、j~k 

0. あ報広

す
'a年

金
者
世
米
仏
制
さ
れ
る
の
は
、

速
い
終
療
の
乙
と
と
簿
え
て
加

入
し
て
い
な
い
人
も
あ
ち
ま
す

が
、
最
近
の
よ
う
な
交
渓
権
額
品
棋

の
綴
織
な
ど
壱
#
唱
え
ま
す
と
、

感
後
が
お
き
て
か
ち
、
あ
る
い

は
老
令
と
な
っ
て
か
ら
爵
間
同
紙

金
制
庶
の
必
要
性
を
綴
獲
し
で

も
緩
す
ぎ
ま
す
。
な
ぜ
な
ち
、

悶
悶
悶
出
何
時
金
は
入
っ
た
者
の
係
機

料
拠
出
向
者
約
終
と
す
る
探
検
制
制

度
を
と
っ
て
い
る
と
と
か
ら
、

給
付
す
る
と
き
も
一
獲
の
保
険

制
料
約
付
期
総
M
F
N
州
議
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
か
ら
で
も

す

r
k問
問
翼
線
A
晴
氏
入
る
乎
附
腕

き
を
し
て
、
同
体
時
間
判
明
を
絞
め
、

不
側
側
め
議
放
や
老
後
%
う
れ
い

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す。

ガ
ン
試
問
中
期
発
見
、
早
期
治
療

健
農
相
談
券
の
制
利
用
を

前
向
で
は
ガ
ン
融
問
州
蹴
蛸
相
談
券
を

政
強
行
し
て
い
ま
す
。
乙
れ
号
制
利

用
す
れ
ば
ガ
ン
花
開
院
す
る
後
淡

制
相
談
を
然
科
で
受
け
る
と
と
が

明
、
き
ま
す
。
〈
た
だ
し
、
昨
削
除

務
所
得
制
削
の
杭
加
入
者
は
綾
織
の

告
を
災
担
し
ま
す
〉

糾
柄
、
鈴
孫
子
泌
回
悼
の
箆
療
機

開
聞
な
ら
ど
と
で
も
検
交
を
受
け

る
ζ
と
が
で
き
ま
す
。
制
相
談
券

は
役
場
窓
口
で
ね
制
緩
し
し
ま
す

か
ら
、
持
訓
制
戦
w
h
c
割
判
同
舟
〈
に
さ

い
。
次
の
掛
掠
な
液
状
M
V
ゐ
っ
た

と
き
は
、
な
る
べ
く
同
中
く
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
線
開
闘
が
わ
か
ら
な
い
の
に
綴

{官事:=;~霊郵便物覇軍司}

台j義時の火の用心

品
闘
が
惑
く
な
っ
た
り
、
や
せ
た

り
す
る
ハ
す
べ
て
の
ガ
ン
〉

品W
岬
附
が
か
す
れ
て
、
な
か
な
か

総
ら
な
い
〈
と
う
と
う
ガ
ン
〉

③
せ
き
が
絞
る
、
た
ん
げ
い
鼠
が

ま
じ
る
(
腕
ガ
ン
〉

出W
肋
加
を
の
み

ιか
と
き
、
っ
か

え
る
よ
う
な
然
が
す
る
{
殺
滋

ガ
ン
〉

第
一
貫
の
対
象

を
萩
途
え
た

〔間同
U

網
干
減
昨
昨
年
、
乙
と
内
と
に

地
調
柏
細
密
骨
四
時
挫
し
ま
し
た
が
、
乙

に
也
知
・
号
渡
す
つ
も
ち
の
畿
地
瑚

を
、
蹴
捕
鴨
織
っ
て
出
円
三
知
hl内
に

世
間
る
つ
・
も
ち
の
農
地
者
ず
仰
に
売

っ
て
し
ま
い
日
総
務
と
も
登
記
密

演
ま
せ
ま
し
た
e

あ
と
に
な
っ

て
線
淡
い
を
発
見
し
ま
し
た

が
、
乙
市
内
と
も

κ出
掛
分
で
開
問
う

つ
も
り
の
幾
織
を
一
耕
作
し
た
い

の
で
す
が
、
摺
障
す
に
は
ど
う
し

た
ち
よ
い
で
し
ょ
う
か
a

ハ答
U

幾
織
の
お
闘
員
甘
い
は
、
淡

泊
法
三
批
燃
の
幾
定
に
よ
る
州
知
事

の
鰍
抑
制
町
が
必
縮
問
で
あ
ち
、
許
可

が
な
け
れ
ば
幾
総
で
き
ま
せ

ん
。
じ
線
開
問
の
取
と
乙
、
附
叩
と

d

ぬ
と
の
略
国
震
は
登
制
加
も
す
ん
で

③
長
い
網
開
、
関
刊
の
ャ
あ
い
が
出
撒

く
、
品
滅
後
が
お
と
ろ
え
た
り
、

食
べ
物
の
担
問
み
が
後
わ
る
〈
同
問

ガ
ン
)

@
出
慌
が
綴
く
な
っ
た
り
、
出
向
が

潮
間
い
〈
押
揖
務
ガ
ン
〉

の
イ
ポ
や
ア
ヂ
が
絡
に
ふ
人
き
く

な
っ
た
り
、
設
い
閥
、
仏
側
ち
な

い
〈
絞
殺
ガ
ン
〉

被
害
の
訪
止
方
法
を
考
え
る

近
づ
く
合
愚
シ
ー
ズ
ン
に
矯
え
て

八
月
の
関
密
閉
開
く
と
、
関
絡
を
よ
く
し
て
お
く
。

ど
お
ち
い
よ
い
よ
れ
波
紋
シ
l
ズ

A
W
A
M
緩
め
注
力
は
、
お
脚
部
に
大

ン
に
は
い
き
ま
す
。
き
な
も
の
で
あ
れ
ツ
、
認
も
ち
の

そ

ιで
お
銭
シ
ー
ズ
ン
を
か
綴
双
は
も
ち
ろ
ん
、
雨
一
一
向
々
ど

か
え
る
に
あ
た
っ
て
、
各
家
庭
も
醐
叫
に
炊
き
抜
か
れ
な
い
よ
う

で
も
で
き
る
彼
努
の
紛
政
方
法
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
紛
糾
摘
し
て
お
く

と
し
て
と
ち
わ
け
次
の
ぷ
氏
仲
間
ま
た
。
滋
媛
し
な
け
れ
ば
必

慈
し
ま
し
ょ
う
。
ち
な
い
と
き
は
次
の
点
に
仲
間
遂

の
れ
の
後
初
の
潟
き
よ
れ
ソ
低
い
し
ま
し
ょ
う
。

と
と
ろ
に
従
ん
明
、
い
る
人
は
、
ハ
門
火
の
鈴
渋
と
湾
総
ち
を
潟
命
中

堤
防
が
拘
抑
制
料
た
岨
明
人
口
に
ど
う
ず
に
す
る
。

る
か
に
つ
い
て
、
今
か
与
よ
く
ぬ
附
獄
後
は
}
権
時
期
し
や
す
い
も
の

潟

え

て

お

く

。

げ

い

す

る

。

③
ガ
ケ
の
よ
や
下
に
仲
間
ん
明
、
い
日
凶
行
齢
期
は
び
と
'
り
で
せ
ず
に
、

る
人
件
同
、
ガ
ケ
く
ず
れ
げ
い
じ
ゅ
家
淡
や
波
孫
の
人
た
ち
と
行
動

ぷ

ん

注

意

す

る

窃

を

と

も

に

す

る

。

③
澄
難
場
一
燃
や
滋
腐
を
よ
く
気
料
漠
金
、
貯
金
遜
組
制
、
防
掛
搬
な

え
て
お
く

e

ど
た
い
せ
つ
な
も
の
は
、
し
つ

m
w
ゑ
織
の
低
い
と
と
ろ
で
は
下
か
り
と
は
ど
身
に
つ
け
る
。

水
絡
を
よ
く
さ
ら
い
水
の
流
れ
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古
壊
の
主
人
は
女
性
か

水
神
山
吉
摘
偶
発
掘
の
概
婆
②

役

る

民

F

H
在

日

P

訴

事

半

宮

崎
悼
会

U
持
三
く
こ

野

祭

窓

口

E

ま
れ

七
悶
月
一
一
十
五
円
口
〈
刊
日
)
の
則
前

哨
時
速
盟
の
後
及
会
に
お
い
て
次

m
w
ζ

と
や
淡
滋
し
ま
し
た
の
で

打
抑
制
州
ら
せ
い
た
し
ま
す

m
w
落
創
刊
認
の
制
限
後

連
畑
出
江
総
科
部
を
索
く
に
と

に
な
り
ま
し
た
。

ζ
れ
か
ら
の

臨
時
球
の
裁
合
に
鱗
粉
鈴
を
と
創
刊

用
く
だ
語
る
よ
う
お
闘
聞
い
し
ま

す
。
内
鳩
山
杓
審
判
部
の
桃
試
問
問
を
次

の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
a

令
部
部
長
お
仲
代
役
閥
均
〈
A
m
毅〉

O
削
関
税
綬
胸
国
務
務
純
綿
(
絞
孫
子
)

八

V

H

石
井
出
掛
〈
官
関
脇
閉
山
)

A
V
会
計
学
級
制
附
十
六
{
我
孫
子
〉

《

V
W
理
数
綴
悶
悶
即
時
間
山
幸
松
〈
M

H

)

心
グ
上
平
中
京
婦
問

7
)

〈

V

H

ト
ム
悶
州
蹴
嬬
〈
古
叩
校
〉

A

V

M

N

蜘締本開閉一一一慾ハ縄問山同)

。
絞
め
町
時
内
野
線
大
会

九
百
下
旬
、
か
ち
行
な
う
予
笈

の
款
の
脚
間
関
野
球
大
会
は
、
入

場
式
か
ち
媛
大
に
行
な
う
ζ
と

に
な
り
ま
し
た
9

よ
ろ
し
く
と

声
援
く
行
事
い
。

。
少
尉
小
錦
間
球
大
会

品
脚
い
刷
出
申
込
み
が
少
な
い
の
で

さ
ら
に
、

ζ

出
り
ぷ
殺
を
滋
じ

て
参
加
紺
者
お
敏
い
し
て
、
帥
開
時
的

を

設

置

井

正

労

さ

ん

紛
れ
ソ
は
八
月
十
悶
、
卒
中
将
会
議

を
八
月
中
如
仰
に
一
行
な
い
ま
す
む

③
韓
民
叫
刷
会
民

蹴即時時
w
h
理
鮮
の
あ
る
万
に
お

脳
間
い
し
て
災
叫
刷
会
員
を
葬
る
と

と
に
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
と

協
力
く
だ
さ
い
。

毎
月
十
時
は
交
遜
安
全
の
m
闘

に

ω加
綿
織
糊
は
千
葉
然
食
休
で

行
お
れ
て
お
ち
萩
鴻
閣
は
ζ

の
遂

動
の
主
役
で
す
G

交
通
安
会
ζ

そ
今
mw
荻
遂
の
最
中
〈
の
閥
附
い
で

ふ

a
，。皆

阻
+
同
組
臨
山
両
余
震
募
集

品
制
調
問
後
附
珂
会
と
溜
融
緩
同
管
制
理
委

悶
閥
会
主
的
植
に
よ
る
、
批
判
い
人
漆

を
中
心
と
し
た
ん
冒
闘
士
登
山
闘
を
次

の
と
お
り
お
ζ

な
い
ま
す
。

wvn日
航
吋
八
尺
十
間
関
口
M

午
前
九

時
吋
我
孫
子
山
川
潟
、
十
}
九
段
午
後

七
臨
時
総
係
予
録
者
。

wv
出
叩
込
み
教
劣
後
員
会
へ
会

資
五
廷
川
内
骨
そ
え
て
由
申
し
込
ん

で
く
ど
き
い
。
先
情
有
機
双
十
名

で
締
め
切
ち
ま
す
。

曹
参
加
由
民
務
家
間
附
と
し
て
来

年
成
人
総
脅
か
か
え
る
人
。

フ
二

本
と
鉄
例
制
の

針
数
本
M
r

一

、
か
た
ま
ち
に

な
っ
て
発
泡
さ
れ
ま
し
た
。
机
貯

は
数
本
M

伊
東
に
な
っ
て
き
び
つ

い
て
い
ま
す
が
、
雌
鱗
終
日
か
巻
き

つ
い
て
い
て
縫
針
で
は
な
い
か

と
怨
わ
れ
ま
す
。
織
の
樹
湘
制
崎
氏

泣
い
嚇
部
分
が
柚
眠
時
棋
さ
れ
て
は
い

ま
し
た
が
鈴
の
中
一
淡
な
制
部
分
は

撹
乱
さ
れ
た
彩
時
間
が
な
い
の

で、

ζ
れ
ら
の
遺
物
が
、
ほ
ほ

本
官
棋
の
剖
副
葬
為
市
W

セ
ッ
ト
と
み

て
よ
い
守
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ

の
開
削
川
刊
か
名
見
て
、
噛
躍
階
臓
は
首

級
事
を
つ
け
雨
期
者
側
に
出
向
け
て

安
墜
事
れ
、
問
島
一
泌
氏
は
刀
ザ
ず
と

縫
針
が
緩
か
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

ζ

れ
ま
で
後
孫
子
で
滋
淡
さ

れ
た
災
綴
で
は
、
復
潟
、
鉄
畿

な
ど
の
武
出
掛
蛸
酬
が
か
な
り
綾
穏

に
副
葬
さ
れ
て
い
る
の
に
絞
べ

る
と
、
持
制
孫
子
最
大
の
滋
壌
で

み
る
託
も
か
か
む
ら
ず
、
水
地
仰

山
士
口
擦
に
は

ιう
し
た
武
線
側
関

が
全
く
関
知
ち
れ
な
い
の
は
ず
小
恩

嚇
綿
々
こ
と
で
す
@

一
一
本
の
刀
テ
も
大
変
‘
き
ゃ
し

ゃ
々
も
の
で
針
と
泌
を
な
す
裁

縫
送
局
封
で
は
な
い
か
と
総
わ
れ

ま
す
。
人
脅
が
残
っ
て
い
な
い

た
め
綴
か
な
と
と
は
蓄
え
ま
せ

ん
が
、
と
の
よ
う
な
翻
然
必
mw

特
緩
か
ら
、
乙
mw
中
肉
楠
例
の
主
人

u
r女
性
で
あ
っ
た
と
怒
像
す
る

ζ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

ζ

の
織
の
友
お
お
よ
ぴ
下
開
明

げいは
ζ

れ
以
上
m
w
綴
務
施
設
は

な
く
、
ま
た
前
方
録
、
綾
部
、

ク
ピ
レ
務
執
す
も
十
分
に
制
調
査
し

ま
し
た
が
、
や
は
ち
刷
樹
齢
押
の
形

跡
蹄
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
a

し
た

が
っ
て
、

ζ
の
大
き
な
お
繍
も

た
だ
一
人
の
人
物
の
た
め
に
遊

ち
れ
た
も
の
で
あ
る
ζ
と
、
し
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